
令和６年度山武健康福祉センター運営協議会議 質疑応答要旨 

 

【事前質問】 

〇 事前質問１ 

（A委員） 

新型コロナウイルス感染症について、２回かかってしまう方もいるが、３回目となる方、管内で

はどうか？ 

 

（事務局） 

主要事業説明「感染症の発生について」の中で説明したとおりです。 

（質問５で、C委員による補足説明あり。） 

 

 

〇 事前質問２ 

（B委員） 

管内市町別の死因別死亡状況において、芝山町以外の 3市 2町では、「悪性新生物」が 1位とな

っているが、芝山町だけは「心疾患」が 1位となっている。その原因をどの様に分析しているのか？

成田空港の航空機騒音等との因果関係はないのか。 

 

（事務局） 

成田空港の近くにある他の市町（山武市、横芝光町、成田市、多古町等）では、芝山町と同様の

傾向は見られず、成田空港株式会社が平成 27 年に実施した調査でも、心臓血管系疾患との関連性

が高い「血圧値」の回答結果について、血圧と騒音曝露量の間に明確な関連は認められなかったと

の結果が出ています。 

山武健康福祉センターでは、管内の循環器疾患の原因については生活習慣病が起因するところが

大きいと認識しており、県の健康増進計画である「健康ちば２１（第 3次）」に基づき、地域・職域

連携推進事業を通じた働き世代の生活習慣の改善、並びに栄養改善事業を通じた適正な食生活の普

及啓発・食環境整備といった取り組みを行い、循環器疾患の対策に取り組んでいます。 

 

 

  



【質疑応答】 

〇 質問１ 

（B委員） 

通告させていただいた騒音と心疾患の関連について、成田空港株式会社による調査のみによるの

でなく、今後も 1つの課題として取り組んでほしい。 

例えば、騒音については、多古町はそれほど騒音直下ではなく、芝山が一番直下であり、条件が

異なる。 

今後空港の機能拡大を迎えるにあたり、是非とも健康福祉部として、具体的な調査をぜひお願い

したい。 

 

 

〇 質問２ 

（B委員） 

事業年報２３ページ 表３（３）毒物劇物監視状況 について、令和５年度に指摘を受けている

業態について、「その他」とは具体的にどのような業態か説明願いたい。 

 

（事務局） 

違反発見施設数１７件の内訳は、商店１５件、工場２件となっています。 

 

 

〇 質問３ 

（B委員） 

キッチンカーの監視指導はどのように行っているのか。 

 

（事務局） 

キッチンカーについては、県内一円の許可であり、県内の事業者は車の保管場所を管轄する保健

所にて、県外の事業者は主たる営業地を管轄する保健所にて許可を取得するため、原則として許可

した保健所が監視指導を実施します。 

 

（B委員） 

様々な場所で営業していると思うが、車検のように定期的に検査があるのか。また、災害派遣で

出店する場合も全て許可が必要なのか。 

 

（事務局） 

監視指導は、県として計画的に実施するかたちになっていますが、数が多いため毎年というわけ

にはいかず、定期的に実施しています。 

キッチンカーによる炊き出し等の行為については、一般ボランティアによる炊き出し行為と同様、



キッチンカー事業者による炊き出し行為についても食品営業許可は必要ありません。千葉県では、

営業許可を要する通常の「営業」との区分を明確にするため、別紙「災害時のキッチンカー事業者

による炊き出しについて」のとおり考え方を整理しています。 

なお、本整理は千葉県で炊き出し行為を行う場合であり、千葉県の事業者が他自治体において 

同様の行為を行う場合は、その自治体へ確認をお願いいたします。 

 

 

〇 質問４ 

（B委員） 

 民泊の施設数が急増しているが、立入検査の実施状況及び検査内容を教えていただきたい。 

 

（事務局） 

民泊については県で一括して事務を行っており、立入検査については必要があれば保健所で実施

することになっています。数が多いため、立入検査は苦情などがある場合に実施しているのが現状

となっています。 

民泊以外にも簡易宿所のような施設も増えてきており、許可を取得している施設を優先的に指導

しているため、そこまで実施できていない状況になっています。 

 

（B委員） 

許可や検査の項目はどのようなものか。グランピングなど増えているがどうか。 

 

（事務局） 

検査の項目は衛生面になり、そ族昆虫の防除をしているか、施設基準に合致しているか、水質検

査が必要な場合それを実施しているか等があります。 

 

 

〇 質問５ 

（C委員） 

A委員からの質問について医学的な話で、補足説明したい。 

コロナウイルスはインフルエンザと同じように考えていただければよいが、非常に変異しやすく、

その度ごとに抗体が変わっていく。 

インフルエンザを何回も予防接種するように、コロナも抗体を作る場所が変わってくるので、新

たに変異を起こした場合には、その抗体がきかないという状態になるので、何回でもかかる。 

そのため、おそらく年に 1回はコロナの予防接種を受けましょうという形になってくのではない

か。 

 

 



〇 質問６ 

（D委員） 

１３１ページの表６の（１）の（ア） 東金市の数値について整合性が取れていない。 

 

（事務局） 

東金市 飼い犬 登録の数値が「０」となっておりますが、「４」の間違いでした。訂正してお詫

びいたします。 

 


